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肺癌細胞診の診断判定基準の見直しワーキンググループからのご案内 

 

ワーキンググループ長 

佐藤 之俊  

 

会員の皆様のご協力による研究成果について下記のようにご案内申し上げます。論文作

製時の積極的な引用を何卒お願いいたします。 なお、本ワーキンググループは 2025年 4月

をもって活動終了となりました。改めて活動にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 
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